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ご
存じ
の
読
者も
少な
く
ないと
思

われ
るが、
秋田
市に
あ
る私
たちの

国
際
教養
大
学は、
全
学生
に1
年間

の

海外留学
を

義務付げて
お
り、
ま

た
海外から
も、
1
学
年の定
員（1

7
5
人）
に
ほぼ
相当す
る
数の
留学

生
を
受け入れて
い
る。

今回の
東日
本大
震
災で
卒
業
式は

中止して、
東
北地
方
出
身の
在学生

や、
キャ
ンパ
ス
外にい
た七
十
数
人

の
留学生
の
安
否をま
ず
第一
に確
認

し
た。
3
月
中
旬のい
わ
ゆる
ギャッ

プイ
ヤl（
入学前に
国
内外で
自主

研
修して
単位を
取
得す
る制
度）
を

伴う9
月入学生
の
入
試は、
当
初、

予
定して
い
た
仙台で
行うこ
と
を
断

念して1
週
間
延
期し、
往復のパ
ス

を
仕立
て
て、
受
験生
に
秋田
まで
来

て
もらっ
て
実施し
た。

2
日
半の
停電
に
よ
り、
キャ
ンパ

ス
も
水や
電
気がス
トッ
プし
たが、

大震
災の
犠牲
者や
被
災者のこ
と
を

思えば、
こ
の
程
度の
不
便は
当
然し

のぐべ
き
だとい
う了
解で、
阪
神・

淡路大震
災で
被
災し
た家
庭の
出
身

者
をはじ
め別
人
前後の
学生
がすで

に、
被
災地
救
援の
ボラン
ティ
ア
活

動
に
馳せ
参じてい
る。

大
学の
入学
式
も4
月
下
旬に
延
期

く第三租郵便物認可＞

震
災
で
痛
感
し
た
対
外
発
信
の
弱
さ

し、
大
震
災が
起き
た当日の3
月日

日
以
降は、
全世界1
2
0
校に近い

提
携校と
の
連
絡や、
こ
の
秋i
冬学

期に
在学して
い
た161
人の
留
孝

生
の
家
族から
の
問い
合わせ
に
大わ

ら
わで
対応して
き
た。

留学生の8割余が帰国した

秋田
は
安全
だと
説い
たの
だが、

ま
ず、
在
京フ
ラン
ス
大
使館は、
自

国の
留学生
に
直
接連
絡し、
成田空

港に
待機させて
い
たチャ
ー
ター
機

に
乗せて
帰国させて
し
まっ
た。
ド

イツ
から
の
留学生
も
ほぼ
同
様に
自

国に
帰っ
て
し
まっ
た。

モ
ンゴ
ル
か
ら
の
留学生
の
母親は

直
接、
学長
室に2
度も電
話をか
げ

て
き
たので、
懇切に
説
明し
たの
だ

っ
たが、
その
学生
も一
時帰国して

し
まっ
た。
中国から
の
留学生
も
北

京に
帰っ
たまま、
様
子
見をして
い

るとい
うこ
とで
あ
る。

在日
米大
使館は、
3
月但
日
付の

「
渡航警
告」
に
アル
ファベ
ッ
ト
順

呈�
扇冊正

でA
K－－t
a
を
真っ
先に
載せて
い

たので
影響は
大きく、
本
学が
秋田

県に
代
わ
り
抗議し
た。

パ
リに住む
私の
古く
から
の
友人

の
フ
ラン
ス
人は、
何
度も
来日して

いて
日
本
をよく
知っ
て
い
るは
ずな

の
に、
「
福
島に近い
東京は
大
丈
夫

か」
と
手紙をく
れ
た。

こ
のよ
うな
状
況な
ので、
現在、

秋田の
キャ
ンパ
ス
には
留学生
わ
ず

か
白
人
を
残すのみ
ん宏
り、
こ
の4

月に
入学予
定
だっ
た14
5
人の
留

学生
から
の
キャ
ン
セル
も
相次いで

い
る。
米国
有数の大
学や
カレッ
ヲ

国際教養大学

理事長・学長

中嶋 嶺雄

か
ら別
人
ほど
が
参加す
る予
定
だっ

たサマ
ー
プロ
グラム
も、
参加者の

激減で
中止
せ
ざ
るを
得なくな
りそ

うだ。誇張された海外メディア報道

私は4
月1
日に、
全
教職
員を
集

めて
の
英語に
よ
る
新
学期
開始の
訓

辞で、
日
本は、
原子力
発電の危
機

も
含めてこ
の
困
難を
必
ずや
克服
す

るで
あ
ろうこ
と、
セン
セ
ー
ショ
ナ

ル
に
誇張され
た外国メ
ディ
ア
の
報

道に
対して
は、
教職
員一
人一
人が

積極的に
発信して
事実を
伝え
るよ

うにして
ほしいこ
と
を、
半数以上

が外国人で
あ
る
教職
員
たちに、
強

く
訴え
たので
あっ
た。

授
業も公式な
会議も
すべ
て
英語

で
行っ
て
い
る国
際
教養大学で
は、

衛星ニュ
ー
ス
局、
米CNN、
英B

B
C
の
両テレビ
と
も
常
時
放映さ

れて
い
るの
だが、
その
報道ぶ
りを

見て
い
ると、
日
本は
もはや、
全土

が「
危
険な
国」
で
あ
り「
チェ
ル
ノ

ブイ
リ化し
た国」
で
あ
るか
のよ
う

な
印
象を与え
るものが目立っ
て
い

る。
こ
れで
は、

留学生
が
帰国し
た

り
留学を
キャ
ン
セルし
たりして
く

るのも
無理
ない
か
もし
れない。

今
回
の
大震
災で
さら
け
出され
た

国
際
的に
最も
致
命的な
問題ゆトわ

は、
わ
が国の
対
外
広
報体
制の脆
弱

さと、
そ
の
結
果として
の圏外へ
の

発信力
不足で
あっ
た。

同
時通訳
横に
記
者
会見を

グロ
ーバ
ル
化し
た今日の世界に

おい
て、
と
り
わ白CN
N
やBB
C

のニュ
ー
ス
は四
六
時中全世界、
全

地
球を
駆けめぐっ
て、
英語に
よ
る

強力
な
発信を
繰り返して
い
る。
そ

れ
に
引き
換え、
わ
が国の
テレビ
や

新聞はど
うで
あ
ろうか。
特に、
テ 一

レ
ピ
は
大
切な
窓定
時聞を、
パ
ラエ

一
ティ
lショ
ー
や
お笑いなどの
番組

に
余りにも
費やして
はい
ない
だ
ろ

うか。対外
発信を強め
るのは、
そ
う難

しいこ
とで
はない
よ
うに思
う。

枝野
幸男官
房長官の定
例記者会

見は、
会場で
は、
ヘ
ッ
ドフォ
ン
に

よ
り英語の
同
時通訳も
聞け
るよ
う

にな
り、
原子力
安全・
保安
院も
英

語で
の
会見を別途、
行うよ
うにな

っ
てい
る。

東京電
力のものも
含め

たこ
れら
の会見を、
日
本在住・
滞

在の
外
交官、
外国人に
も
テレビ
を

通じて
はっ
き
りと
分か
るよ
うにし

て
はど
うか。
要は、
会見者の横に

同
時通訳者が並
ぶこ
とで
あ
る。
そ

れ
だけで
も、
対日不信の
抑制に
か

な
り効
果があ
るは
ずだ。

わが国にと
り、
日頃から、
敏
速

で正
確な
広

報体制を確立
し、
その

ための人材を
養
成して
おくこ
と
が

急
務で
あ
るとい
うこ
と
を、
今回の

大震災は
改めて
教えて
くれ
た。
秋

田とい
う地
方にあっ
て、
本学は
各

国と
の
受
発信の根拠地として、
そ

んな
取り組みの一
端を
今後と
も担

っ
て
い
くつ
も
りだ。

（
な
かじ
ま

2011. 4. 22 

みね
お）
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